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謹啓 平素は格別の御引立てを賜わり厚く御礼申し上げます｡

I S錠さて､この度弊社の ヲ' Pメリンも について､行政指導に基づき､

｢使用上の注意｣を改訂致しますので､ご案内申し上げます｡ 敬白

新

使 旧(1C))一般的注意2 次の患者には授与し

ないこと(3) 次の患者には慎重

に授与すること

((1)一般的注意1))～5 )は現行ののととおり6 本剤は原則として α-グルコシダーゼ阻害剤(.77カルホース) の併用はは避けるる ここ とと としやむを得す併用する場合に 慎重に投与する三とLまたた＼本剤 投与により低血糖症状か認められ 場合には通常はショ糖を授与し､.77カルJ li-スとの併矧こより低血糖症状ガ認められた場合にはブドウ糖を授与す ○a 次の患者には授与しないこと 

((3))次次のの患者には慎重にに授与するここと4 相互作用薬剤との併用 より＼血糖降下作用ガ増強又は減弱することガあるので､ れらと併用する 

の 場合には＼血糖値その他患者の状態を十分観察し谷ガら授与すること.

､

用上 

注 1)増強する薬剤剤インンスリン製剤､ピケ,,77ナイド系薬剤､α -プルコシ5 r-ゼ阻害剤(/Dカルボ-ス)＼ビラソロ 系消炎 (フェニル 

757ソン等)＼プロへさ三 ネシド＼ウマリ

ン系薬剤剤＼＼サリチチチル酸酸剤 (刀スピピリン等)＼β-遮断 (プロプラノロール等)＼＼モノアミンン酸化酵素阻害剤剤＼＼ササ J JL,フ.777剤ククロロラムフェニコール＼＼＼テトトラ イクリン系 系2)抗生物質＼＼クロフィブラ減弱する薬剤I ネプリリリン＼副腎皮質ホルモン＼甲状腺ホルモン＼卵胞ホルモンン 利尿 ( )77ジドル57 ド ＼Iタフリン酸 ,73セ5ソララミド ト jjLテレ フロセミド等)＼ピジナミド イソ二,77ジド 二コ ン ､フェ

コ

忠 ＼＼



新

倭用 (5) 副作用 
(6) 高齢者への投与 

旧(4 
))副作用(5 高

塗忠 ((6) 妊婦への投与7 

上の ((7))妊婦への投与8 その他 齢者への投与

-()) 相互作用 その他 平成 6 月2日付事務連絡に8 : 年 3 8

【患者用説明書】 よる改訂

3.1)低血糖症にな ても軽いう(低血糖症か起こっったら
 

平素から 3 4 ちは糖分を食べると治ります○
- 個の袋入りの砂糖を持ち歩き＼すぐその場でとることか必要ですoか

_してはいけません; 商品名 : をA)ただし＼アカル/ TTノo-ス( ブルコパイ) ま 

すoブブカルポ-スは砂糖の消化や吸収を遅らせま併用している場合には砂糖は不適切ですので＼必すブドウ糖をとって下さいo 

- :平成 6年 3月28日付事務

【デアメリン S錠 (クリプロビラミド)等の経口血 連絡による改訂改訂理由及び背景】

糖降下剤のご使用にあたりましては､低血糖症状の発現に対して､一層の注意を払うことか必要とされており､従来､添付文書､患者用説明書な

どに低血糖への注意を記載してまいりました｡ブルコf /この度発売されたアカルボ-スは､ α -

吸収を遅延させ､血糖上昇を抑制する薬剤であり､ダ-ゼを阻害することにより､二糖頬の消化･

アカルボースを服用している患者で低血糖症状か発現した場合､従来のように砂糖を摂取しても低血糖症状は改善さ

要かあります｡J TT一スを併用すると､血糖降下作用ガ増強され れす､ブドウ糖を摂取する必又､本剤とj 77カル/ ;

かあります｡ 1-般的注意及び (相互作用の項にアカル/ ､低血糖症状が発現するおそれ(これらのことから､使用上の注意の () 4) T-スとの

についての注意を追加記載致しました｡錠を授与されている患者に対する ｢ 併用同時に､デアメリンS 患者用説明害｣についてもアカル


